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．はじめに 

 140 年を ようとする東 薬 大学は 数の 生を

しており、そのなかには 学史に名を ものも少なくな

い。 名な人物は や展 により活字化されているが、一

で情報を得ることが しい人物も けられる。 

2019 年 6 月の東 薬 大学薬用植物園公開講座において、第

50 という であることから本薬用植物園の 史に する

講 を うこととし、東 薬 大学薬用植物園の 史とその周

辺情報を調 た。 、岸田松若については 的な情報しか

なく、生い ちな を知るのは であったが、調査の過 で

岸田劉生との がりに き、 くの な情報を得るこ

とができた。しかし、情報は 的であり集約されていないた

め、後に の を す の しる になればと い、得

た情報についてここに めることにする。なお、調査 によ

り な記 や れがある があるが、その は

にお知らせ いたい。 

 

．岸田松若の  

21 年（1888 年）生まれ。大 2 年（1913 年） 、東 薬学 （東 薬 大学の前 ）

（ 48 ）。東 薬学 学 （東 薬 大学の前 ）の を める ら、日本 で植物調

査を った。また、学 で東 植物 を し 長を めた。植物学 之 博士に植物

を提供し、 の 名の に献名されている。大和本 の考 本や、 に されて の薬

用資 について調査した『薬用植物調査 要』でも知られる。 和 19 年（1944 年）2 月 19 日没。 

 

．岸田  

 岸田松若の 、岸田 （1833-1905）は、東 日日 聞 筆を めた一 で、 本

経 という の の をもち、 との を 的に った。また、 聞に を めて

したことでも知られる。 時にしては であったにも わらず、 の との に を

もうけた。 

岸田 の の 供の で、 の知名 を るのは の劉生（1891-1929）である。

の を にした 数の が によく知られている。岸田松若に する情報収集と 時期に、

没後 90 年記念岸田劉生展が開 され、その資料を得ることができたことは にとって であっ
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た。今では にすることの い きの劉生という名前だが、 時は に しい名前であり、号と

われることもしばしばあった。 は『  岸田劉生』の で「「劉は 年に 、 は の上

に し、 を にして を ち、一般大生を る」という意 があるそうで、 は 年に生

れて る が にこの字を で、下に「生」をつけて名として かけていったのだ。」と記してい

る。 の 名は、 の の さを わせる ー である。あいにく、松若の に

する記 を つけることはできなかった。 

他のき うだいの では の （1892-1944）が 名である。 ラ として活 した後、

の となり、大 ーの大 「 ン・ 」を り上げた。 に

ケッ と ばれるライン ンスをもたらしたとも われている。また、 の （1882-1908）は「

学に じ、和 も であった」とあり、大 はしなかったものの に まれていたようすが

て れる。これらは、 の と のたまものだと考 られ、劉生に「松若 さ は

せた 経 な人であった。体も く、小さい時から植物が きだった。」と された松若が植物

で を すことになるのは に がつく。 

松若の や人となりについての記 は されている。「 ずりの ね上った の下の 

大きな を やかして、たのしそうに し、 を上げて っていた が にのこっている。いつか

に れられて、 座の本 に った時のことだった。 だ は ちらかとい ば な人で、

は と らしい をかけられた もない。」と が して ったものは貴重な記録

である。一 で、「一時 を って、 の のそばで 生活を ったこともあったが、 のた

め一生 もあまりしなかった で、 はめったに ったことはなかった。」という記 は一

ではないと考 られる。 集 が岸田松若名義で されたさく 本のラ ル情報を集約して

たところ、 東 を に日本 で に 集されているのが て れることから、「 の

ため一生 もあまりしなかった」というのは考 にくい。 

 

．岸田松若と岸田劉生 

松若と劉生は の い ということもあり、一 に過ごす時 も長かったようである。 の

には、「 の 物 （今でも がある）の、 の から って一つ 前を西に り、

田 を いて くと、 園という高 ものをあつかう があった。 があり、

ー 、 イ ッ 、フ ー 、ばら、な の がいつも に いていた。松若 さ はそ

こ よく を れていったものだった。」と記されている。 園とは、 ック に植 された

の を したことでも知られる 太 が、 （東 ）に した一 も

の に た植物園のことであり、 用 の豊 な を生かしたスイ ンな の 生植物の展

や、 の園 や を して 時 しかった ラやランな の西洋植物の ・展

が われていた。 時は 園をしの 名 であったが、周辺の 化に い大 10 年に 園

し、 を に したとされており、 は 在の J R 東日本東 ン ーである

と考 られる。 

 が松若と劉生の に いたのは、『劉生若年彩描』の き図、大 岸、ならびに

て の さ という に松若が解説をつけていることを知ったことによる。その後、劉生に
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ついて調 る過 で、前 の の にある「松若 さ は薬学 学 （ 東 薬 大学）

を て、学 の薬 園を 理しながら学 で をとっていた。」という記 を つけ、 に っ

た。 

劉生が で した （ ）でつけていた日記（ 日記）には少ない

ながらも の が る。1920 年 5 月 16 日の日記には「 に さ から りあり、 松

若 が がよくない 、 を し、 に就いたき とも に つて るとか、 による

とな るか うかわから の 、 に聞く。 にた ず。（ ）す 松若 を訪ねようとし

たが、時 が いので める。 る の をしてあげたい 」とある。この年の 4 月に の

の 生が しており、 を うことの が る。 時、松若は大 人 に を

ていたが、劉生は 日 後に松若のもとを っている。 

本のデー を解 すると、松若は少なくとも 3 は を訪れたことになっている。1 は

1918 年 5 月で、この前年に劉生が のため に っ したところである 、 を に

ったのではないかと する。2 は 1920 年 5 月であるが、前 のとおり松若は大 を って

いたため調査を たか うか である。また、17 日の劉生の日記には「なつかしく しする」

とあり、5 月 16 日の 前に を訪れたとも考 にくい。 て、 本の 日が となっ

ていることから、これは劉生が松若を った に として 参したものを 本にした

が高い。なお、 本にされたのは で、イン ・ 東 で 生はないため植 されたものであ

る。松若の 本の くは 生の植物のもので植 された植物のものは と ないことも、劉生か

ら られたとの考 を している。 

 

．岸田松若の大学での活  

 岸田松若は、1913 年東 薬学 （東 薬 大学の前 ） し、東 薬学 学 （東 薬 大

学の前 ）の を め薬 園の 理を う ら、日本 で植物調査を った。学 では東 植

物 の 長を め、学生の植物の知 得の 助けをした。 誌の東薬 報第 5 号（ 和

2 年）に についての記 がある。 

 

東 植物 々報 

約 名を し、植物 の 岸田松若 生を く は本年 月に產聲を げたばかりであ

るが、 たる は旣に の 集をなし く き を げて る、（後 ） 

 

東 薬 大学には植物 という大学公 の 活 がある。植物 は日本 で 力的に

植物調査を い、数 くのさく 本を した。 山 周辺の植物調査の をまとめて 1967

年に した『 山 の植物』は学生 導の調査としては である。 和 20 年 に された

報には、植物 第 24 の学年が 和 17 年（1942 年）9 月 とあり、 すると 期の活

時期が東 植物 と している。植物 の前 は岸田松若が 長を めた東 植物

であったと考 るのが であろう。 
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東 植物 が していた 誌の第 4 号（ 和 4 年

8 月）には、岸田松若の 下の 稿がある。 

 と  

 は に ず 

 イ。 山 びに 山の説 

 ンノ の学名 

 ノス  

 ニ イ の一  

誌 には植物 集記録の があり、第 19 から第 22

について記されている。 

第 19  （ 和 4 年 4 月 3 日） 

第 20  東 下高 山（ 和 4 年 4 月 14 日） 

第 21  東 （ 和 4 年 4 月 29 日） 

第 22  （ 和 4 年 5 月 12 日） 

それ れの ごとに参 、 、 集植物の記 があり、

くの学生を き れて 集を っていたことが記録され

ている。 

 

．岸田松若の  

岸田松若は日本 で植物 集を い、1 点 上のさく 本を した。その一 は東 大学

、 学博物館長を めた 之 博士に提供され、 の記 の となった。3

の学名の 名の には 博士により献名をされている。 

 （ ）（『植物学雑誌』31 巻，372

号，284 頁，1917 年） 

Arisaema kishidae M akino ex  N akai 

 ス （『植物学雑誌』36 巻，426 号，69 頁，1922 年） 

Viola kishidae N akai（論文 は Viola Kishidai N akai） 

（ 在は Viola brevistipulata (F ranc h. et S av .) W .Bec ker v ar. kishidae 

(N akai) F .M aek. et T .H ashim. を てることが い） 

 ク （『植物学雑誌』63 巻，741 号，56 頁，1950 年） 

Aconitum kishidae N akai  

（ 在は Aconitum zigzag H .Lé v . et V aniot sub sp. kishidae (N akai) 

K adota を てることが い） 

くの植物を 集した岸田松若であるが、 本デー を解 する

と、 日に れた 2 か 上で 集された 本の記録が 数 られ

る。 の人物から植物の提供を けて 本を していた が

あることを記しておく。 

東 植物 誌第 4 号  

ス  
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博士 の植物提供 にも、大 7 年には、 生 （ 在の 生 ）の によ

り、日本 の で 用する薬用植物の情報について記した薬用植物調査 要を した。また、

の した大和本 のうち、第 2 の考 に わった。 て、 集記録、植物 態による

、植物 料の提供な で、 に す論文を執筆している。ただし、 な り したが、す

てを しているとは い いことを け ておく。 

 

岸田松若が『植物 雑誌』に 稿した論文一覧 

 岸田松若： （其一） 

1 巻 9 号 225– 228 頁 1917 年 

 岸田松若： （其一）（承前） 

1 巻 10 号 253– 255 頁 1918 年 

 岸田松若，松 ： ク  S temona ov ata N akai 及び二 ク に就て（其一） 

9 巻 5 号 315– 324 頁 1933 年 

 岸田松若，松 ： ク  S temona ov ata N akai 及び二 ク に就て（其二）

（ ク S temona japonic a M iq uel 及び ク S temona S essilifolia M iq uel） 

9 巻 6 号 381– 389 頁 1933 年 

 岸田松若，松 ： ク  S temona ov ata N akai. 及び二 ク に就て（其 ）

（ ク  S temona tub erosa) 

9 巻 8 号 529– 535 頁 1933 年 

 岸田松若： ク ン クを に る 

10 巻 1 号 50– 51 頁 1934 年 

 岸田松若： の ラン 

10 巻 2 号 118– 119 頁 1934 年 

 岸田松若，松 ： ク 及び二 ク に就て（其 ） 

10 巻 5 号 296– 299 頁 1934 年 

 

岸田松若が『 』に 稿した論文一覧 

（ ： 山 らによって された 植物 の 報） 

 ツ フ ン  

2 巻 11 号 1936 年 

 がき（その一） 

3 巻 5 号 1937 年 

 がき（その二） 

3 巻 8 号 1937 年 

 がき（其 ） 

3 巻 10 号 1937 年 
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その他の論文 

 柴田桂太，岸田松若：植物ニ於ケル「フラヴォン」誘導体ノ一般的存在及其生理的意義（第二

報）高山植物ノ生態ニ就テ 

植物学雑誌 29 巻 347 号 301-308 頁 1915 年，29 巻 348 号 316-332 頁，1915 年 

 

７．おわりに 

薬用植物園公開講座の資料のため、岸田松若について調査することになったが、本稿執筆時点で

没後 75 年が経過しており、伝聞による情報の継承はもはや期待できず、数少ない活字化された資料

に情報を求めるしかなかった。せめてあと 30 年早ければ、生前のことを知る人から情報を得ること

ができたであろうと悔やまれる。本学の数々の偉人について、情報を集約し記録する必要があると

感じる。貴重な資料・情報をご提供くださった、本学薬用植物園、指田豊名誉園長、ならびに、資

料・情報の収集にご協力下さった本学史料館、小曽戸洋博士、葛西哲也氏に感謝申し上げます。 
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